
(57)【要約】

【課題】転炉の炉口金物上面に付着した溶銑等の付着物

との擦れによって水管が摩耗しても、１８０°旋回させ

ることによってもう一度使用することができ、結果とし

てスカートの寿命を延ばすことができる。

【解決手段】転炉排ガス処理装置のダクト最下部部分を

構成し、昇降自在に取り付けられ、転炉の炉口の上方に

垂直に設置される、多数本の水管９が円筒形状に配され

たものからなるスカート本体６と、スカート本体６に設

けられた、水管９に対して冷却水を給排水する給排水管

とを備えたスカートにおいて、スカート本体６は、溶銑

装入側と出鋼側とで対称に構成され、前記給排水管は、

スカート本体６の前記転炉傾動軸方向の両側に設けられ

、スカートをその中心軸線を中心として１８０°旋回さ

せたときに、一方の給排水管１２Ａ、１２Ｂの位置と同

一位置に他方の給排水管１２Ｂ、１２Ｂが位置する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 の ダ ク ト 最 下 部 部 分 を 構 成 し 、 昇 降 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 転 炉 の 炉
口 の 直 上 に 設 置 さ れ る 、 多 数 本 の 水 管 が 円 筒 形 状 に 配 さ れ た も の か ら な る ス カ ー ト 本 体 と
、 前 記 ス カ ー ト 本 体 に 設 け ら れ た 、 前 記 水 管 に 対 し て 冷 却 水 を 給 排 水 す る 給 排 水 管 と を 備
え た ス カ ー ト に お い て 、
　 前 記 ス カ ー ト 本 体 は 、 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と で 対 称 に 構 成 さ れ 、 前 記 給 排 水 管 は 、 前 記
ス カ ー ト 本 体 の 前 記 転 炉 傾 動 軸 方 向 の 両 側 に 設 け ら れ 、 ス カ ー ト を そ の 中 心 軸 線 を 中 心 と
し て １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ た と き に 、 一 方 の 給 排 水 管 の 位 置 と 同 一 位 置 に 他 方 の 給 排 水 管 が 位
置 す る こ と を 特 徴 と す る 、 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 の ス カ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 一 方 の 給 排 水 管 の 使 用 中 、 前 記 他 方 の 給 排 水 管 を 接 続 す る 連 通 管 を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 の ス カ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス カ ー ト 本 体 は 、 複 数 枚 の 上 部 仕 切 板 に よ っ て 等 間 隔 に 仕 切 ら れ た 環 状 上 部 管 と 、
複 数 枚 の 下 部 仕 切 板 に よ っ て 等 間 隔 に 仕 切 ら れ た 、 昇 降 用 シ リ ン ダ 用 ブ ラ ケ ッ ト が 設 け ら
れ た 環 状 下 部 管 と を 備 え 、 前 記 給 排 水 管 は 、 前 記 下 部 管 の 両 側 に 設 け ら れ 、 前 記 水 管 は 、
前 記 上 部 管 と 前 記 下 部 管 と の 間 に 管 全 周 に 亘 っ て 接 続 さ れ 、 前 記 上 部 仕 切 板 と 前 記 下 部 仕
切 板 と は そ の 位 置 が 互 い に ず れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 、 転 炉
排 ガ ス 処 理 装 置 の ス カ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 の ス カ ー ト 、 特 に 、 転 炉 の 炉 口 金 物 上 面 に 付 着 し た 溶
銑 等 の 付 着 物 と の 擦 れ に よ っ て 水 管 が 摩 耗 し て も 、 １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ る こ と に よ っ て も う
一 度 使 用 す る こ と が で き 、 結 果 と し て ス カ ー ト の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 、 転 炉 排 ガ ス
処 理 装 置 の ス カ ー ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 転 炉 の 操 業 に 当 た っ て は 、 ラ ン ス か ら 酸 素 ガ ス を 炉 内 の 溶 銑 に 吹 き 込 ん で 鋼 に 精 錬 す る
吹 錬 が 行 わ れ る 。 こ の 吹 錬 時 に 発 生 す る 転 炉 排 ガ ス は 、 転 炉 排 ガ ス 処 理 設 備 に 送 ら れ 、 転
炉 排 ガ ス を 燃 料 と し て 再 利 用 す る た め に 除 塵 等 の 処 理 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 は 、 Ｃ Ｏ を 主 成 分 と す る 有 害 な 転 炉 ガ ス を 外 部 に 漏 洩 さ せ る こ と な
く 捕 集 す る た め に 、 図 ５ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 吹 錬 時 に 転 炉 １ の 炉 口 金 物 ２ の 直 上 に
、 炉 口 を 覆 う よ う に 設 置 さ れ 、 除 塵 機 等 に 連 通 す る 水 冷 構 造 の 下 部 フ ー ド ３ と 、 下 部 フ ー
ド ３ に シ リ ン ダ ４ に よ り 昇 降 自 在 に 取 り 付 け ら れ る ス カ ー ト ５ と を 備 え て い る 。 ス カ ー ト
５ は 、 水 管 （ ボ イ ラ ー 式 ス カ ー ト に お い て は 蒸 発 管 ） に よ っ て 冷 却 さ れ る 構 造 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の ス カ ー ト ５ の 構 造 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ８ は 、 従 来 の ス カ ー ト を 示 す 概 略 斜 視 図 、 図 ９ は 、 ス カ ー ト の 水 管 を 示 す 部 分 斜 視 図
、 図 １ ０ は 、 水 管 内 の 冷 却 水 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ８ か ら 図 １ ０ に お い て 、 ６ は 、 ス カ ー ト 本 体 で あ り 、 環 状 の 上 部 管 ７ と 、 上 部 管 ７ の
下 方 部 に こ れ と 平 行 に 配 さ れ た 環 状 の 下 部 管 ８ と 、 上 部 管 ７ と 下 部 管 ８ と の 間 に 管 全 周 に
亘 っ て 接 続 さ れ た 多 数 本 の 水 管 ９ と を 備 え て い る 。 水 管 ９ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 メ ン ブ
レ ン １ ０ に よ っ て 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 １ １ は 、 下 部 管 ８ に 設 け ら れ た 給 水 口 、 １ ２ は
、 下 部 管 ８ に 設 け ら れ た 排 水 口 、 １ ３ は 、 下 部 管 ８ に 設 け ら れ た 、 ス カ ー ト ５ を 昇 降 さ せ
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る シ リ ン ダ ４ を 取 付 け る た め の ブ ラ ケ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 部 管 ７ の 内 部 は 、 複 数 枚 の 上 部 仕 切 板 １ ４ に よ っ て 等 間 隔 に 仕 切 ら れ 、 下 部 管 ８ の 内
部 は 、 複 数 枚 の 下 部 仕 切 板 １ ５ に よ っ て 等 間 隔 に 仕 切 ら れ て い る 。 上 部 仕 切 板 １ ４ と 下 部
仕 切 板 １ ５ と は ず れ た 構 造 に な っ て い る 。 従 っ て 、 給 水 口 １ １ か ら 下 部 管 ８ 内 に 流 入 し た
冷 却 水 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 複 数 本 の 水 管 ９ か ら な る 水 管 群 ９ Ａ を 通 っ て 上 部 管 ７ に
流 入 し た 後 、 水 管 群 ９ Ｂ を 通 っ て 下 部 管 ８ に 流 入 し 、 そ し て 、 水 管 群 ９ Ｃ を 通 っ て 再 度 、
上 部 管 ７ に 流 入 す る こ と を 繰 り 返 し て 全 て の 水 管 ９ を 通 り 、 最 終 的 に 排 水 口 １ ２ か ら 排 水
さ れ る 。 こ の よ う に し て ス カ ー ト ５ が 水 冷 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 下 部 管 ８ か ら 上 昇 す る 水 管 群 ９ Ａ の 水 管 ９ の 本 数 と 上 部 管 7か ら 下 降 す る 水 管 群
９ Ｂ の 水 管 ９ の 本 数 と の 比 は 、 抜 熱 が 一 定 に な る よ う に 決 め ら れ て い る 。 図 １ ０ で は 、 各
水 管 群 の 水 管 の 本 数 は 、 同 じ に な っ て い る が 、 実 際 に は 、 同 じ 本 数 で あ れ ば 水 管 群 ９ Ａ の
流 速 が 水 管 群 ９ Ｂ よ り 流 速 が 大 と な る た め 、 水 管 群 ９ Ａ の 本 数 を 水 管 群 ９ Ｂ よ り 多 く し て
抜 熱 が 一 定 に な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 ス カ ー ト ５ の 裏 面 側 に は 、 防 熱 板 １ ６ が 設 置 さ れ 、 転 炉 １ の 炉 口 か ら 噴 出 す る 火
炎 か ら ス カ ー ト ５ の 裏 面 側 に あ る 付 帯 設 備 を 保 護 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 炉 口 金 物 ２ の 上 面 に は 、 吹 錬 に 伴 っ て 生 じ る ス ロ ッ ピ ン グ 等 に よ っ て 飛 散 す
る 溶 銑 が 付 着 す る 。 こ の 付 着 物 は 、 吹 錬 を 繰 り 返 す 毎 に 成 長 す る 。 あ る 程 度 ま で 付 着 物 が
成 長 す る と 、 図 ６ に 示 す 出 鋼 の 際 の 転 炉 傾 動 時 に ス カ ー ト ５ の 下 部 が 付 着 物 に 擦 り 付 け ら
れ 、 こ の 結 果 、 水 管 ９ の 下 部 が 早 期 に 摩 耗 し 、 減 肉 し て 、 水 管 ９ の 破 損 に 至 る 。 水 管 ９ が
破 損 す る と 、 冷 却 水 が 噴 出 し て ス カ ー ト ５ の 使 用 が 不 可 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 し た 問 題 の 解 決 法 と し て 、 以 下 の 手 段 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ １ ） 炉 口 金 物 ２ と 上 昇 退 避 位 置 で の ス カ ー ト ５ と は 、 設 計 上 、 ７ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 の 隙 間
が 持 た せ て あ り 、 こ の 範 囲 内 で あ れ ば 、 付 着 物 が 成 長 し て も 転 炉 傾 動 時 に ス カ ー ト を 擦 り
付 け る こ と は な い の で 、 可 能 な 限 り こ の 間 隔 を 大 き く す る 。 以 下 、 こ の 方 法 を 従 来 技 術 １
と い う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ２ ） 炉 口 金 物 ２ に 設 計 隙 間 以 上 に 付 着 物 が 付 着 し た 時 点 で 、 天 井 ク レ ー ン で 吊 っ た ス
ク ラ ッ プ シ ュ ー ト に よ っ て 付 着 物 に 衝 撃 を 加 え て 、 付 着 物 を 除 去 す る 。 以 下 、 こ の 方 法 を
従 来 技 術 ２ と い う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 炉 口 金 物 ２ を 支 軸 に よ っ て 支 持 し 、 通 常 は
炉 口 金 物 ２ を 係 止 具 で 止 め て お き 、 炉 口 金 物 ２ に 付 着 物 が 付 着 し た 時 点 で 転 炉 を 上 下 さ か
さ ま に し 、 こ の 後 、 前 記 係 止 具 を 外 し て 炉 口 金 物 ２ を 下 方 に 振 れ さ せ て 炉 口 金 物 ２ を 頑 丈
な 物 体 に 衝 突 さ せ 、 こ れ に よ っ て 、 付 着 物 を 衝 撃 に よ っ て 除 去 す る 。 以 下 、 こ の 方 法 を 従
来 技 術 ３ と い う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ４ ） 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 炉 口 金 物 ２ と ス カ ー ト ５ と の 隙 間 に 複 数 本
の ガ ス 噴 射 ノ ズ ル を 配 置 し 、 吹 錬 中 に は ガ ス 噴 射 ノ ズ ル か ら 炉 口 金 物 ２ に 向 け て 窒 素 ガ ス
を 吹 き 付 け て 付 着 物 の 付 着 を 抑 制 し 、 吹 錬 し な い と き に は 酸 素 ガ ス を 吹 き 付 け て 付 着 物 を
溶 解 し 、 除 去 す る 。 以 下 、 こ の 方 法 を 従 来 技 術 ４ と い う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ７ ３ ９ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ６ ４ ０ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 技 術 は 、 以 下 の よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 来 技 術 （ １ ） は 、 設 計 隙 間 を さ ら に 増 加 さ せ る こ と は 多 少 な ら ば 可 能 で あ る が 、 １ 回
の 吹 錬 で バ リ 状 に 高 さ が 最 大 ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 に 付 着 物 が 成 長 す る こ と も あ る の で 、 従 来 技
術 （ ２ ） に 従 っ て 行 う 付 着 物 除 去 作 業 の 時 間 間 隔 を 僅 か に 長 く す る 程 度 の 効 果 し か 得 ら れ
な い 。 こ の 成 長 し た 付 着 物 を 図 ５ 中 、 Ａ で 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 来 技 術 （ ２ ） は 、 現 在 、 実 操 業 で 行 わ れ て い る 方 法 で あ る が 、 衝 撃 に よ っ て 炉 口 部 の
耐 火 物 が 脱 落 し 、 炉 内 部 の 熱 が 直 接 、 転 炉 の 鉄 皮 に 作 用 し て 鉄 皮 の 変 形 や 溶 損 の 原 因 に な
る 。 し か も 、 衝 撃 に よ っ て 地 金 付 着 防 止 板 が 変 形 し 、 こ れ に よ り 付 着 物 の 根 が 張 り や す く
な り 、 付 着 物 の 除 去 が さ ら に し に く く な っ て 、 転 炉 の 稼 働 率 の 低 下 や 生 産 能 率 の 低 下 の 原
因 と な る 。 し か も 、 こ の 方 法 に よ っ て 付 着 物 を 定 期 的 に 除 去 し て も 、 完 全 に 取 り き れ る も
の で は な く 、 炉 口 金 物 や 地 金 付 着 防 止 板 の 裏 面 ま で 回 り 込 み 根 を 張 っ た 付 着 物 は 次 第 に 成
長 す る 。 炉 口 金 物 に 付 着 し た 付 着 物 を 、 図 ５ 中 、 Ｂ で 示 す 。 そ し て 、 ス カ ー ト ５ の 上 昇 退
避 高 さ 近 く ま で 成 長 し た 後 は 、 １ 回 の 吹 錬 で 最 大 ３ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 成 長 し た 付 着 物 Ａ が 吹 錬
直 後 の 転 炉 傾 動 時 に 上 昇 退 避 高 さ 位 置 の ス カ ー ト ５ に 当 た っ て こ そ ぎ 落 と さ れ る 。 そ の 際
に 、 ス カ ー ト ５ の 下 端 部 は 摩 耗 す る 。 こ れ を 繰 り 返 す 内 に 水 管 ９ の 肉 厚 は 次 第 に 薄 く な る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 従 来 技 術 （ ３ ） は 、 付 着 物 の 付 着 量 と 性 状 を 無 視 し た 机 上 論 で あ り 、 転 炉 を 上 下 さ か さ
ま に し て も 多 量 の 付 着 物 に よ っ て 固 着 さ れ た 炉 口 金 物 が 下 方 に 振 れ る こ と は な く 、 例 え 、
振 れ た と し て も 炉 口 金 物 の 裏 面 ま で 巻 き 付 く よ う に 付 着 し て い る 付 着 物 は 、 炉 口 金 物 を 頑
丈 な 物 体 に ぶ つ け た ぐ ら い で は 剥 離 し な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 来 技 術 （ ４ ） も 付 着 物 の 付 着 量 と 性 状 を 無 視 し た も の で あ る 。 ３ ０ ０ ｔ 転 炉 を 例 に 採
る と 、 吹 錬 時 に は 、 １ ４ ５ ０ ℃ で １ ３ ０ 万 ｍ 3 ／ ｈ ｒ も の 大 量 の 発 生 ガ ス に ス ラ グ や 溶 銑
が 吹 き 上 げ ら れ て 、 そ の 一 部 が 炉 口 金 物 に 付 着 す る 。 こ れ を 防 止 す る た め に 、 窒 素 ガ ス を
吹 き 付 け る 原 理 は 理 解 で き る が 、 極 め て 大 量 の 窒 素 ガ ス を 必 要 と す る の で 、 非 現 実 的 で あ
る 。 ま た 、 付 着 物 は 、 ス ラ グ と 溶 銑 と 溶 鋼 と が 混 在 し た も の で あ る の で 、 一 旦 、 付 着 す る
と 、 酸 素 を 吹 き 付 け て も 簡 単 に は 溶 解 し 、 除 去 で き る も の で は な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 １ 回 当 た り の 使 用 寿 命 は 変 わ ら な い が 、 廃 棄 ま で に 事 実 上
２ 回 の 使 用 が 可 能 で 、 結 果 的 に 延 命 を 図 る こ と が で き る 、 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 の ス カ ー ト
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 願 発 明 者 等 は 、 上 述 の 目 的 を 達 成 す べ く 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 以 下 の よ う な 知 見 を
得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に お い て 、 炉 口 金 物 ２ に 付 着 し 、 成 長 し た 付 着 物 Ａ は 、 図 ６ に 示 す 出 鋼 に 至 る 過 程
で 、 図 ５ 中 、 一 点 鎖 線 で 示 す 軌 跡 を 描 い て 移 動 す る 。 図 ５ 中 、 Ｘ は 、 出 鋼 側 の 付 着 物 の 軌
跡 を 示 し 、 Ｙ は 、 溶 銑 装 入 側 の 付 着 物 の 軌 跡 を 示 す 。 こ れ ら の 軌 跡 か ら 明 ら か な よ う に 、
付 着 物 Ａ は 、 出 鋼 側 の ス カ ー ト ５ の み に 当 た る の で 、 出 鋼 側 の み が 摩 耗 し 、 反 対 側 の 溶 銑
装 入 側 は ほ と ん ど 摩 耗 し な い 。 摩 耗 が 激 し い 部 分 を 、 図 ５ 中 、 Ｐ で 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の こ と か ら 、 炉 口 金 物 ２ 上 の 付 着 物 Ａ 、 Ｂ を 無 く す こ と は 現 実 的 に は 不 可 能 で あ る た
め 、 転 炉 傾 動 時 の 付 着 物 Ａ 、 Ｂ に よ る 摩 耗 を 前 提 に し て 、 ス カ ー ト ５ の 延 命 を 図 る に は 、
ス カ ー ト ５ の 構 造 を 、 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と が 対 称 に な る よ う に 製 作 し 、 出 鋼 側 の 水 管 ９

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-290466 A 2005.10.20



の 肉 厚 が 使 用 限 界 ま で 摩 耗 し た ら 、 ス カ ー ト ５ を そ の 中 心 軸 船 を 中 心 と し て １ ８ ０ ° 旋 回
さ せ て 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と を 入 れ 替 え る 。 こ れ に よ っ て 、 ス カ ー ト １ 回 当 た り の 使 用 寿
命 を 延 ば す こ と は で き な い も の の 、 廃 却 ま で に 事 実 上 、 ２ 回 使 用 で き る こ と に な り 、 結 果
と し て ス カ ー ト ５ の 延 命 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 知 見 に 基 づ き な さ れ た も の で あ っ て 、 下 記 を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 の ダ ク ト 最 下 部 部 分 を 構 成 し 、 昇 降 自 在 に
取 り 付 け ら れ 、 転 炉 の 炉 口 の 直 上 に 設 置 さ れ る 、 水 管 が 円 筒 形 状 に 配 さ れ た も の か ら な る
ス カ ー ト 本 体 と 、 前 記 ス カ ー ト 本 体 に 設 け ら れ た 、 前 記 水 管 に 対 し て 冷 却 水 を 給 排 水 す る
給 排 水 管 と を 備 え た ス カ ー ト に お い て 、 前 記 ス カ ー ト 本 体 は 、 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と で 対
称 に 構 成 さ れ 、 前 記 給 排 水 管 は 、 前 記 ス カ ー ト 本 体 の 前 記 転 炉 傾 動 軸 方 向 の 両 側 に 設 け ら
れ 、 ス カ ー ト を そ の 中 心 軸 線 を 中 心 と し て １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ た と き に 、 一 方 の 給 排 水 管 の
位 置 と 同 一 位 置 に 他 方 の 給 排 水 管 が 位 置 す る こ と に 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 一 方 の 給 排 水 管 の 使 用 中 、 他 方
の 給 排 水 管 を 接 続 す る 連 通 管 を 備 え て い る こ と に 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、 ス カ ー ト 本 体 は 、 複 数
枚 の 上 部 仕 切 板 に よ っ て 等 間 隔 に 仕 切 ら れ た 環 状 上 部 管 と 、 複 数 枚 の 下 部 仕 切 板 に よ っ て
等 間 隔 に 仕 切 ら れ た 、 昇 降 用 シ リ ン ダ 用 ブ ラ ケ ッ ト が 設 け ら れ た 環 状 下 部 管 と を 備 え 、 前
記 給 排 水 管 は 、 下 部 管 の 両 側 に 設 け ら れ 、 前 記 水 管 は 、 前 記 上 部 管 と 前 記 下 部 管 と の 間 に
管 全 周 に 亘 っ て 接 続 さ れ 、 前 記 上 部 仕 切 板 と 前 記 下 部 仕 切 板 と は そ の 位 置 が 互 い に ず れ て
い る こ と に 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 出 鋼 側 の 水 管 の 肉 厚 が 使 用 限 界 ま で 摩 耗 し た ら 、 ス カ ー ト を そ の 中
心 軸 船 を 中 心 と し て １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ て 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と を 入 れ 替 え 、 ス カ ー ト １ 回
当 た り の 使 用 寿 命 を 延 ば す こ と は で き な い も の の 、 廃 却 ま で に 事 実 上 、 ２ 回 使 用 で き る こ
と に な り 、 結 果 と し て ス カ ー ト の 延 命 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 、 転 炉 排 ガ ス 処 理 装 置 の ス カ ー ト の 一 実 施 態 様 を 、 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の ス カ ー ト を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 発 明 の ス カ ー ト は 、 図 ７ に 示 す 従 来 の ス カ ー ト と 同 様 に 、 ス カ
ー ト 本 体 ６ と 給 排 水 管 と を 備 え て い る が 、 給 排 水 管 は 、 一 方 （ 転 炉 傾 動 駆 動 側 ） の 給 排 水
管 １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ と 他 方 （ 非 駆 動 側 ） の 給 排 水 管 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ と か ら な り 、 こ れ ら 両 方
の 給 排 水 管 は 、 後 述 す る 下 部 管 ８ の 両 側 に 、 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と で 対 称 に 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス カ ー ト 本 体 ６ は 、 複 数 枚 の 上 部 仕 切 板 １ ４ に よ っ て 等 間 隔 に 仕 切 ら れ た 環 状 上 部 管 ７
と 、 複 数 枚 の 下 部 仕 切 板 １ ５ に よ っ て 等 間 隔 に 仕 切 ら れ た 環 状 下 部 管 ８ と 、 上 部 管 ７ と 下
部 管 ８ と の 間 に 管 全 周 に 亘 っ て 接 続 さ れ た 多 数 本 の 水 管 ９ と を 備 え て い る 。 環 状 下 部 管 ８
に は 、 昇 降 用 シ リ ン ダ 用 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ が 左 右 対 称 、 す な わ ち 、 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と で
対 称 に 設 け ら れ て い る 。 上 部 仕 切 板 １ ４ と 下 部 仕 切 板 １ ５ と は ず れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 こ の よ う に 、 こ の 発 明 の ス カ ー ト ５ は 、 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と で 対 称 に 構 成 さ れ て い る
の で 、 ス カ ー ト を そ の 中 心 軸 線 を 中 心 と し て １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ た と き に 、 溶 銑 装 入 側 の 給
排 水 管 １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ の 位 置 と 同 一 位 置 に 出 鋼 側 の 給 排 水 管 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ が 位 置 す る 。
溶 銑 装 入 側 の 給 排 水 管 １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ の 使 用 中 、 出 鋼 側 の 給 排 水 管 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ は 、 連
通 管 １ ７ に よ っ て 接 続 さ れ 、 出 鋼 側 の 給 排 水 管 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ の 使 用 中 、 溶 銑 装 入 側 の 給
排 水 管 １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ は 、 冷 却 水 を 全 水 管 に 通 す た め に 、 連 通 管 １ ７ に よ っ て 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 発 明 の ス カ ー ト は 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 出 鋼 側 の 水 管 の 肉 厚 測 定 を
行 い 、 水 管 内 部 圧 力 か ら 決 ま る 最 小 肉 厚 に 若 干 の 余 裕 を 加 え た 程 度 、 す な わ ち 、 管 理 限 界
肉 厚 ま で 減 肉 し た 時 点 で 、 炉 の 補 修 を 利 用 し て ス カ ー ト ５ の 向 き を そ の 中 心 軸 線 を 中 心 と
し て １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ る 。 な お 、 ス カ ー ト 旋 回 前 に は 、 出 鋼 側 の 給 排 水 管 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ
は 、 連 通 管 １ ７ に よ っ て 接 続 す る 。 ス カ ー ト の 向 き を １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ て も 、 給 排 水 管 １
１ Ａ 、 １ ２ Ａ 、 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ お よ び シ リ ン ダ 取 付 け 用 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ は 、 溶 銑 装 入 側 と
出 鋼 側 と で 対 称 に 配 置 さ れ て い る の で 、 昇 降 用 シ リ ン ダ ４ の ブ ラ ケ ッ ト １ ３ へ の 再 取 付 け
お よ び 出 鋼 側 の 給 排 水 管 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ の 冷 却 水 供 給 口 （ 図 示 せ ず ） へ の 再 取 付 け は 、 問
題 な く 行 え る 。 ス カ ー ト 旋 回 後 は 、 出 鋼 側 に 移 っ た 溶 銑 装 入 側 の 給 排 水 管 １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ
は 、 連 通 管 １ ７ に よ っ て 接 続 す る 。 そ し て 、 新 た に 出 鋼 側 に な っ た 水 管 が 減 肉 し 、 管 理 限
界 肉 厚 ま で 減 肉 し た 時 点 で こ の ス カ ー ト を 廃 棄 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 発 明 の ス カ ー ト に よ れ ば 、 ス カ ー ト １ 回 当 た り の 使 用 寿 命 を 延 ば す こ
と は で き な い も の の 、 廃 却 ま で に 事 実 上 、 ２ 回 使 用 で き る こ と に な り 、 結 果 と し て ス カ ー
ト ５ の 延 命 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 他 、 防 熱 板 １ ６ 等 の ス カ ー ト ５ の 付 帯 設 備 を 溶 銑 装 入 側 と 出 鋼 側 と で 対 称 に 構 成 す
れ ば さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ に 、 出 鋼 側 の 水 管 の 実 際 の 肉 厚 の 減 肉 状 態 を 示 し 、 図 ３ に 、 ス カ ー ト を １ ８ ０ ° 旋
回 さ せ て 使 用 し た と き の 、 溶 銑 装 入 側 の 水 管 の 実 際 の 肉 厚 の 減 肉 状 態 を 示 す 。 図 ４ に 、 ２
回 目 の 使 用 で 管 理 限 界 肉 厚 ま で 減 肉 し た 水 管 の 実 際 の 減 肉 状 態 を 示 す 。 図 ４ に 示 す よ う に
、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ス カ ー ト の 寿 命 を ２ 倍 に 延 ば す こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の ス カ ー ト を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 出 鋼 側 の 水 管 の 実 際 の 肉 厚 の 減 肉 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ス カ ー ト を １ ８ ０ ° 旋 回 さ せ て 使 用 し た と き の 、 溶 銑 装 入 側 の 水 管 の 実 際 の 肉 厚
の 減 肉 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ２ 回 目 の 使 用 で 管 理 限 界 肉 厚 ま で 減 肉 し た 水 管 の 実 際 の 減 肉 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 ス カ ー ト の 水 管 が 摩 耗 す る 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 転 炉 の 出 鋼 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 転 炉 に 設 置 さ れ た 下 部 フ ー ド お よ び ス カ ー ト を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ス カ ー ト を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ス カ ー ト の 水 管 を 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 水 管 内 の 冷 却 水 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ： 転 炉
　 ２ ： 炉 口 金 物
　 ３ ： 下 部 フ ー ド
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　 ４ ： シ リ ン ダ
　 ５ ： ス カ ー ト
　 ６ ： ス カ ー ト 本 体
　 ７ ： 上 部 管
　 ８ ： 下 部 管
　 ９ ： 水 管
１ ０ ： メ ン ブ レ ン
１ １ ： 給 水 口
１ ２ ： 排 水 口
１ ３ ： ブ ラ ケ ッ ト
１ ４ ： 上 部 仕 切 板
１ ５ ： 下 部 仕 切 板
１ ６ ： 防 熱 板
１ ７ ： 連 通 管

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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